
大地震発生確率が非常に高く、甚大な被害が懸念されている現在、そ

れに対し十分な対策が成っている家庭は少ないとされている。(2012年

東海地方地震対策研究所より)地震に対する認識はあっても、防災準

備には至っていないのだ。そのため我々は主に最悪のケース、地震発生時

の対応としてリアルタイムの電子ハザードマップの提案をする。これは大まか

に震災発生前と発生時に分け、各々の最も適した情報を提供するシステ

ムであり、避難の効率化と震災被害数の減少を目的とするものである。以

下に機能の説明、実行計画の内容を示す。 

要求仕様 0 20 40 60 80 100

静岡 

津 

千葉 

横浜 

奈良 

大地震予測発生確率[%] 

通常時の機能 

•災害関連リ

ンク 

•緊急時救

護養成 

•災害への 

•備え 

•気象警報 

•地震・津波 

•災害時要

援護者 

•登録・確認 

地図 
天気予
報 

その他
の機能 

防災知

識 

災害時の機能 

避難所へのルート案内 

2次災害発生 

避難所到着 

ルート再計算 

知り合いの避難状況 

公共場所状況 

実行計画 
実行計画を行うため学生40人程度を対象に帰納

的にシミュレーションをすることを挙げられたが、野々

市市の人口と比較し、誤差率が高くなってしまうため、 

“アプリ使用時”と”アプリ未使用時”を区別化し、条

件を変え、ランダムウォークを使用して検証することに

した。 
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情報レベルの 区別・差別化 
∵危険因子の信頼性確保 

1. 付近の情報を入力 
現在地の情報を元に、２災害の様子を反
映させる 
 

2. ナビゲーション利用、避難 
避難所情報を元に最短ルートで避難。道
中危険因子が反映されていたら、迂回する
よう再計算する。 
 

3.避難完了 
無事到着が確認されたら生存リストに反映。 
友人の状態も確認できる。 
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